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待ちに待った
　　 お祭りだ !！

新正副議長あいさつ
新委員会等構成
令和３年度決算
決算審査を行う
  決算特別委員会を開催!!
定例会では
　こんな質疑がありました
全国コンパクトタウン
　　　　　  議会サミット
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もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

岐南地芝居公演が開催される！
悪魔祓い（神楽獅子）

巧みな掛け合いを見せるお弓（獅子舞）とお鶴

は

　令和４年９月１８日（日）に
岐阜県重要無形文化財で
ある「伏屋の獅子芝居」（岐
南町伏屋獅子舞保存会）と
関市獅子舞保存会、岐阜
歌舞伎保存会が岐南町伏
屋獅子舞会館に集結し岐
南地芝居公演が開催され
ました。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で公演は３年振
りで、県内外から詰めかけた観客約100人を魅了させ
ました。

《３年振りの公演を終えて・今後の抱負》

似ているセリフが
多くて大変だったけど、
うまくできてうれしい。

３年振りに
公演をする機会を
頂けてとても嬉しく
思います。今後も日々
精進していきます。

これからも
活動を通して、
伝統芸能の魅力を
次世代に伝えて
いきたいです。

子役の桜子ちゃん 青井さん 松原さん
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（単位：億円）基金 町債

令和３年度決算

岐南町巡回バス導入事業

一般会計
歳入100億4137万円
歳出 91億1467万円

基金と町債の推移

　町債は、臨時財政対策債の増額もあり、前年度と比べて310万円の増となりました。
　基金は、財政調整基金を取り崩すことなく、2億8410万円の積立を行なったことも
あり、総額は1億8380万円の増加となりました。
　「厳しい財政状況の中、最大限、経常経費の抑制による経費節減に努めるとともに、
行政需要に積極的に応える」べく、行財政運営及び事業執行が適切になされているか、
常に議会は監査役として質疑や討論等を積極的に行なっていきます。　

　岐南町の西地域を走る名鉄名古屋本線は、町内に名鉄岐南駅、または最寄りに名鉄笠松駅があります。愛知県
や岐阜市への移動手段として多くの利用がありますが、駅までのアクセスは自家用車を持たない世帯にとって、タ
クシー以外の交通手段では相当の負担があります。
　地域内の交通手段を確保するため、平成22年から平日の昼間に運行するデマンド型タクシー（岐南町コミュニ
ティタクシー）の運行を名鉄タクシーに委託していますが、予約手続きの煩わしさや運行区域の制限など利便性
に課題があります。
　これらの課題を補完することにおいても、巡回バスの導入が更なる移動手段の確保や利用者のニーズに対応
できることが見込まれ、利便性が良く、住みよいまちであるという認識を深めることができ、ひいては将来的な定
住に繋がります。

基金…町の貯金　収入を補ったり、災害などに備えたり、特定の目的のために積み立てている資金 
町債…町の借金　道路や公共施設の整備事業などの資金調達のために、国や銀行から長期に借入
　　　　　　　　する資金

用 語 解 説

 総事業費見込：約１億７０００万円(令和３年度～８年度 債務負担行為含む)
（令和４年９月１日運行開始）

議長・副議長 就任のあいさつ　町民の皆様には日頃より町議会の活動にご理
解ご協力を賜り深く感謝申し上げます。令和４年
９月の第三回定例会におきまして、議員各位のご
推挙を頂き、議長・副議長の大任を務めさせて
いただくこととなりました。
　我々を取り巻く社会は新型コロナウイルス感
染症の発生やＩＴ技術の進化等により大きく急速
に変化し、地域における課題も多様化していま
す。こうした課題を解決し、快適で暮らしやすい
地域を実現させる為には、私たち議員が町民の
皆様の声に積極的に耳を傾けると共に、議員全
員で知恵を出し合い議論を尽くして、政策形成
機能を強化していかねばなりません。
　町民の負託を受けた町議会の責務を果たすべく、高い使命感をもって、公正かつ円滑な議会運営
に努めてまいります。
　今後とも町民の皆様の一層のご支援・ご協力を賜りますよう心からお願い申し上げ就任のご挨拶
といたします。

議 長
後藤 友紀

副 議 長
渡邊 憲司

　委員会とは、議会内部に複数の組織を設け、各組織における分担を決め審査をすることで、議会を
能率的・効果的に運営するために設置されている審査機関のことです。

常任委員会 総務住民委員会・福祉土木委員会いずれかに議員は所属します。

広報特別委員会 議会情報を各家庭にお届けするために、「議会だより」を年４回発行しています。

監　　査 財政事務が適正に執行されているかチェックします。

議会運営委員会 議会が公正円滑に運営されるように協議し議長の諮問に応じるほか、
議案・請願・陳情などの常任委員会への振り分けを審議します。

総務住民委員会 総務部・総合政策部・住民部・教育委員会等を担当
委員長

三 宅 祐 司
副委員長

松 　 浩 二
委員

岩 田 晴 義
委員

渡 邊 憲 司
委員

村 山 博 司

福祉土木委員会 福祉部・土木部を担当
委員長

木 下 美 津 子
副委員長

長 谷 川 淳
委員

櫻 井 　 明
委員

後 藤 友 紀
委員

松 本 暁 大

議会運営委員会
委員長

岩 田 晴 義
副委員長

長 谷 川 淳
委員

三 宅 祐 司
委員

木 下 美 津 子

議会広報特別委員会
委員長

村 山 博 司
副委員長

櫻 井 　 明
委員

三 宅 祐 司
委員

松 本 暁 大

委員
松 本 暁 大

委員
長 谷 川 淳

監　　査

令和３年度の取り組み
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今年度は岐阜市側にあたる、境川右岸の橋台工事を構
築しており、来年度にわたって上部工の架設工事を行い
ます。来年度は併せて橋梁下部の護岸整備を行い、令和
5年12月末には供用開始できるよう進めています。

A
厚八橋架け替え
事業の進捗状
況と今後のスケ
ジュールは？

令和３年度の決算審査を行う令和３年度の決算審査を行う を開催！！を開催！！「決算特別委員会」「決算特別委員会」
「予算の使い方は適正かつ効率的であったか？」次年度の予算編成に生かすため、しっかりと審査を行いました。
審査の過程で、委員からどんな指摘・要望があったのか、その一部をご紹介します。

土木

認定第５号　令和３年度羽島郡二町教育委員会特別会計歳入歳出決算の認定

認定第６号 令和３年度岐南町水道事業会計
　　　　   未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について

認定第７号 令和３年度岐南町下水道事業会計
　　　　   未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について

福祉

認定第１号　令和３年度岐南町一般会計歳入歳出決算の認定
Q

令和6年度からＪＲのアンダー工事に本格的に入り、
10年ほどの事業期間になる予定です。アンダー工
事はかなり高額な事業費を要し、公共で9％、県単
で20％の負担をしておりますので、負担金額は確
実に増えていきます。

A
今年度の新所平島線
の地元負担金は940
万円であるが、今後
の負担金はどのよう
に推移するのか？

Q

東から順次整備をしていますが、この道路は町道整備
計画路線に位置付けられており、道路改良工事や上下
水道工事等も宅地化に伴い整備しています。手戻りの
無いよう、インフラ整備を終えたところから、計画的に
進めています。

A
羽島用水路沿いの通学路で、舗装が痛
んでいるため車が通ると水はねがひど
いが、どのように対応するのか？

Q

毎年受けた方が早期発見につながると思い
ますが、そういった方はご自身で自主的に受
けられている状況ですので、現時点では従
来通り3年おきに助成をしていきます。

A
人間ドックの助成について、
一定間隔の助成ではなく、
早期発見等につながるよう
に金額を減額して、毎年助成
してはどうか？

Q

平成28年度に開始し、対象者の人数は517名から
2,389名、支給額は372万円から753万円という
状況です。効果の検証については、対象者の介護度
の経年変化等の分析を進めている状況であり、今
後はフレイル※2予防、介護予防事業に注力していく
考えです。

A
要支援※11、2の方の
無料化について、実
際に効果があったか
の検証と今後に向け
ての考えは？

Q

3月の時点で北が2人、西が5人、東が1人です。加配対
象者に対する支援員につきましては、人数要件で対応
する支援員を配置しているため、人員の確保はできて
います。

A
学童保育における障害児童の人数と、
それに対する加配支援員の数は確保
できているのか？

Q

住民還元のもととなるサービス提供については、介護、都市
基盤整備などの様々な分野で予算を確保しており、バランス
というより優先順位として住民サービスの提供を行った後、
余った剰余金で積み立てをし、財政運営を行っています。

A
基金と住民に対
する還元のバラ
ンスについての
考え方は？

Q

施設は令和6年度より建設が開始され、起債
については3年間元金据え置きで、令和10年
からの元利償還分については現在の運搬処理
している財源を充当し、超えた負担金相当分
は基金や起債等で財源を確保します。

A
新ごみ処理施設建設にかかる
費用負担や例年増加傾向にあ
る、扶助費や公債費などの義
務的負担増が懸念されるがど
のように考えているか？

Q

より良い人材の確保に向けて、羽島郡を勤務の本拠地に選んでもらえる
よう、働き方改革を進めています。また本年は、町の広報への記載や各
小中学校保護者向けの、小中学校講師の人材バンク登録案内のメール
配信をしました。更に教職という仕事に憧れを抱けるよう、表彰や資質向
上のための圏外研修等を行っていきます。

A 教職員の確保の
方針は？Q

令和7年度から人口が減少すると予想しています。
安定した経営を継続していくためにも、必要があれ
ば料金改定を検討していきます。

A
有収率※3が下がっている
が、現在の水道料金で事業
の維持ができるのか？

Q

令和3年度末の整備面積は、全体計画面積759haのうち、
694.5haです。整備率は91.5％となります。A 町内の下水道工事の進捗状況

と整備率はどれくらいか？Q

防犯カメラは令和3年度に3基、令和4年度も3基を設置予定で
す。また、不法投棄監視カメラは9台を自治会の要望により移動
設置し、抑止となるよう進めています。令和4年度については、監
視機器を増やす予定はありません。

A 防犯カメラと不法投棄監視カ
メラの在り方と増設の考えは？Q

総務
住民

※1　介護は必要ない状態であるが、日常生活に支援が必要な方。
※2　加齢に伴って心身の衰えた状態。
※3　給水する水量と料金として収入のあった水量との比率。
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付託委員会 案　　　件 可否 反対した議員

議案第32号　岐南町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
　妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援を図ることを目的に、国家公務員の非常勤
職員に係る育児休業の取得要件の緩和等を内容とする人事院規則が改正されたこと
に伴い、国家公務員の措置との権

けんこう

衡を踏まえ、所要の改正を行いました。
（施行日：令和4年10月1日）

可決

議案第33号　令和4年度岐南町一般会計補正予算について
　歳入歳出それぞれ5億5574万5千円を増額し、97億9351万2千円としました。
　歳出の主な内容は、総務費におきまして、マイナンバーカードを用いた電子申請
の対応に係る環境構築等経費としての情報システム標準化・共通化関連業務委託料
504万2千円、所得税の更正請求に伴う住民税の還付が増加したことによる過誤納還
付金及び還付加算金270万円、証明書交付手数料等の支払いにおけるキャッシュレ
ス決済導入経費146万3千円の増額、民生費におきましては、令和3年度福祉医療助
成事業の精算に伴う、県支出金前年度返還金として、2683万8千円、総合健康福祉
センター施設用地取得費等関連経費として、2235万4千円、衛生費におきまして
は、新型コロナウイルスワクチン接種事業に係る委託料640万8千円、休日在宅当番
医制運営事業補助金として、10万円の増額、消防費におきましては、新型コロナウ
イルス自宅療養者支援物資の購入費として、40万7千円の増額、公債費におきまし
ては、臨時財政対策債の利率見直しによる町債元金償還金75万2千円の増額、町債
利子174万3千円の減額、諸支出金におきましては、財政調整基金積立金3億2000
万円、減債基金積立金として、1億2674万5千円の増額、また、各費目に亘り原油
価格高騰等に伴う燃料費・光熱水費の増額となりました。
　下記について修正動議を提出しました。
１.やすらぎ苑の駐車場を増設するために計上された用地取得費等関連経費2235万4
千円を減額。（発議者：岩田議員）
　結果：賛成少数で否決されました。（賛成：岩田議員、三宅議員）

可決
岩田
三宅

議案第34号　令和4年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算について
　歳入歳出それぞれ2103万7千円を増額し、25億6209万円としました。
　歳出の主な内容は、過年度の保険給付費等の精算に係る償還金として、1093万2
千円、令和3年度一般会計繰入金の精算に係る繰出金として、1010万5千円の増額
となりました。

可決

議案第35号　令和4年度岐南町介護保険特別会計補正予算について
　歳入歳出それぞれ5158万3千円を増額し、20億2701万4千円としました。
　歳出の主な内容は、令和3年度保険給付費等の精算に係る償還金として、3194万
3千円、令和3年度一般会計繰入金の精算に係る繰出金として、1964万円の増額と
なりました。

可決

議案第36号　令和4年度岐南町後期高齢者医療特別会計補正予算について
　歳入歳出それぞれ1897万4千円を増額し、5億9350万4千円としました。
　歳出の主な内容は、広域連合保険料等負担金として、1247万7千円一般会計繰出
金として、649万7千円の増額となりました。

可決

認定第1号　令和3年度岐南町一般会計歳入歳出決算の認定について
　決算の状況は、歳入総額100億4136万9613円に対して、歳出総額91億1467万
912円で9億2669万8701円の黒字となりました。
　翌年度へ繰り越すべき財源のうち、社会保障･税番号制度対応システム改修事業、
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業、子育て世帯への臨時特別給
付金給付事業、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業、厚八橋架替事業、
町道整備改良事業、各小中学校における新型コロナウイルス感染症対策事業を繰越
明許しているため、実質収支額は8億7710万6701円が繰越金となりました。

認定

認定第2号　令和3年度岐南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算の状況は、歳入総額26億8471万3248円に対して、歳出総額24億5363万
9494円で2億3107万3754円の黒字となりました。

認定

付託委員会 案　　　件 可否 反対した議員

認定第3号　令和3年度岐南町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算の状況は、歳入総額20億3844万9339円に対して、歳出総額19億7821万
6740円で6023万2599円の黒字となりました。

認定

認定第4号　令和3年度岐南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算の状況は、歳入総額5億5031万8266円に対して、歳出総額5億3684万9090
円で1346万9176円の黒字となりました。

認定

認定第5号　令和3年度羽島郡二町教育委員会特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算の状況は、歳入総額 2億949万8463円に対して、歳出総額2億849万8463円
で100万円の黒字となりました。

認定

認定第6号　令和3年度岐南町水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定  
　　　　　  について
　収益的収入及び支出の決算額は3億4176万362円、支出額は2億2203万8165円
となり、損益計算書における当年度純利益は8037万2197円となりました。
　資本的収入及び支出の決算額は1億8996万7718円、支出額は4億7018万6613円
となり、不足する2億8021万8895円は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支
調整額、過年度分損益勘定留保資金から補填しています。
　また、水道事業会計の剰余金を処分するため、令和3年度未処分利益剰余金2億
6843万2534円は、3590万7004円を建設改良積立金に積み立て、2億3252万
5530円を自己資本金へ組み入れます。

認定

認定第7号　令和3年度岐南町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の
　　　　　  認定について
　収益的収入及び支出の決算額は6億5594万3393円、支出額は5億7733万9690円
となり、損益計算書における当年度純利益は7561万4034円となりました。
　資本的収入及び支出の決算額は3億2200万7590円、支出額は4億4674万2709円
となり、不足する1億7753万5119円は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支
調整額、当年度分損益勘定留保資金から補填しています。
　また、下水道事業会計の剰余金を処分するため、令和3年度未処分利益剰余金
7561万4034円を自己資本金へ組み入れます。

認定

同意第4号　岐南町固定資産評価審査委員会の委員の選任同意について
　固定資産評価審査委員に現任の水野 義隆氏と小関 誠氏が、新たに髙見 光良氏が
選任されました。任期は令和4年10月8日から令和7年10月7日までです。

同意

諮問第1号　人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
　人権擁護委員に現任の松原 宗興氏、松原 恭子氏、岩田 高明氏、岩田 扶紀子氏が
推薦されました。任期は令和5年1月1日から令和7年12月31日までです。

適任

選第1号　議長の選挙について
選第2号　副議長の選挙について
常任委員会委員の選任について　　　　⇒結果については2ページをご覧ください。
議会運営委員会委員の選任について
議会広報特別委員会委員の選任について

確定

同意第5号　岐南町監査委員の選任同意を求めることについて
　議会選出の監査委員に松本 暁大議員が選任されました。 同意

議会運営委員会の閉会中の継続調査について
　効率的な議会運営のため議会運営委員会の閉会中の継続調査が決定しました。

継続
調査

9月定例会ではこんな ことが決まりました
議員は提出された案件に対して賛成又は反対の意思を表明します。
可否および議員の賛否は下表のとおりです。※反対した議員名のみ記載しています。

第3回（9月）定例会議会に提出された案件は21件です。 
付託委員会欄の「　　」は決算特別委員会への付託を表します。 
決算についての関連ページは、3～5ページをご覧ください。 

決

決

決

決

決

決

決

決

決
定
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～ 定例会ではこんな質疑がありました ～
歳入

①新型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金の残金と、今後の活用の考えを
聞く。
②追加交付について国の動向を聞く。

A ①1億7075万3千円です。感染の拡大防止・地域経済や住民生活の支
援等に有効利用します。
②国の予備費から2千億円が追加されますがまだ連絡はありません。

キャッシュレス化の方針や計画についての考えを聞く。
A 住民課で令和5年2月導入します。引き続きキャッシュレス化を検討
します。

　１０月４日・５日の２日間において、全国コンパクトタウン議会サミットが香川県宇多津町で４年
振りに開催され、９名の岐南町議会議員が参加しました。自治体面積20㎢以下の町を対象に、合
併をしないで自立を選択した各町の議員が集まり、コンパクトな町ならではの課題や政策を持ち
寄り、議論や交流を通じ、その違いや共通点を発見することで各町のまちづくりのヒントを見つ
ける場としての議会サミットです。北は宮城県、南は福岡県からの１６議会、８４名の議員が参加し
ました。来賓には香川県知事をはじめ近隣の首長を迎え、盛大に行われました。

　基調講演は、東京大学大学院法学政治学研究科教授の金井利之
氏による「自治体会議のＳＤＧｓ」でした。この講演内容は、ＳＤＧｓの説
明から始まり、その後はＳＤＧｓを切り口として、議会の抱える問題や
議会そのものの在り方などについての講演となりました。現状、全国
の議会を見渡すと多くの議会が負の悪循環に陥っており、再生産構
造にしていかなければならないというお話が印象的でした。　

　その後「人口減少・地域の活性化・子育て支援・議員のなり手不足・議会不要
論」をテーマとした第１分科会、「議会改革・議会活動の環境・定数・報酬額・政務

活動費のあり方」をテーマとした第２分科会、「女性議員数を増やす・女性議員の環境整備等」を
テーマとした第３分科会に分かれ、各々の町や議会が抱える問題を共有しました。
　最後に、令和５年第１０回のコンパクトタウンサミットが、岡山県の早島町で開催されることが発
表され閉会となりました。

土地購入の必要性の明確なエビデンスは。

A 令和元年7月の参議院議員選挙や子どものプレーパークイベント又が
ん検診や介護予防事業などで利用する場合、いずれも駐車場が満車とな
り、駐車場が不足するほどの利用があります。今般の駐車場増設により利用
者の利便性や安全性の向上に努めます。

やすらぎ苑新駐車場用地取得費を補正予算案で行う理由を聞く。

A 令和2年9月議会で、用地取得の購入に関する町の方針を説明し用地取得
に伴う測量費用の議決をいただきました。
その後、コロナの対策を優先せざるを得ない状況が続き、やむを得ず用地取得
にかかる予算計上を一時見送りました。今般コロナ対策に一定の目途が付い
たことや購入予定地に隣接する地権者との境界も確定できたことから、用地取
得の手続きを進めるため関連予算を上程させていただきました。

売買価格に関して、造成費を町が負担してまで取得する理由は。
又、収用等の税額控除分を踏まえ、実勢価格より低い売買価格の交渉をされたか。

A 駐車場の造成費用につきましては、次年度計上を予定していますので、今議
会で上程しました用地取得費2192万4千円には、造成費や収用等に伴う税額
控除分は含んでいません。
　購入予定地の鑑定評価は、「取引事例比較法による比準価格」と「開発法」に
よる比較検討により鑑定評価いただきました。

歳出

第９回
全国コンパクトタウン議会サミット

香川県　宇多津町

基 調 講 演

金井 利之 氏

第１分科会の様子 第２分科会の様子

分科会

宇多津町とは
　どんなまち？

香川県の瀬戸内海沿い、中央よりやや西よりの中讃地方に位置し、町の面
積8.10 ㎢の小さな町です。しかしながら、人口密度・人口増加率共に県内
で最も高い自治体です。入浜式復元塩田で作られる塩が特産物。
ゴールドタワー、令和２年にオープンした四国水族館が名所となります。
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ケ
ー

ス
が
あ
る
。
今
ま
で
通
り
の
治
療
は
経
済
的

に
で
き
な
い
と
の
声
も
聞
く
。
こ
れ
ら
の
問

題
は
国
の
判
断
で
決
ま
る
こ
と
と
思
う
が
、

岐
南
町
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。
又
先
進

医
療
は
全
額
自
己
負
担
だ
が
保
険
適
用
の

治
療
と
同
時
に
治
療
が
受
け
ら
れ
る
。
先

進
医
療
へ
の
助
成
の
考
え
は
。

木下 美津子 議員

Q

後
遺
症
は
若
い
世
代
に
多
い
と
聞

く
。
子
育
て
中
で
後
遺
症
で
苦
し
ん

で
い
る
場
合
、
そ
の
子
供
が
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の

時
の
対
応
や
関
係
機
関
と
の
連
携
等
具
体
的

な
考
え
を
伺
う
。

Q
４
月
よ
り
不
妊
治
療
の
保
険
適
用

範
囲
が
大
幅
に
拡
大
。
人
工
授
精
、

体
外
受
精
（
顕
微
授
精
含
む
）、
男
性
不
妊

手
術
等
が
保
険
適
用
で
３
割
負
担
と
な
っ

た
。そ
れ
に
よ
り
助
成
金
は
廃
止
と
な
っ
た
。

Q
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9月定例会

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を

町
に
求
め
、適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
議
員
が
チ
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す
る
も
の
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
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は
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本
人
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の
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す
。
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令
和
４
年
４
月
１
日
に
「
岐
阜
県
自

転
車
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
令
和

４
年
10
月
１
日
施
行
の
「
自
転
車
保
険
の

加
入
義
務
化
」「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
努
力

義
務
」
が
、
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
自

転
車
の
加
害
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
保
険
へ

の
加
入
が
、
加
害
者
、
被
害
者
を
守
る
事

に
な
り
ま
す
。
ま
た
身
を
守
る
為
、
自
転

車
利
用
者
が
乗
車
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
て
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
。

次期ごみ処理施設整備基本計画【改定版】より
（令和９年度完成予定）

利
便
性
を
生
か
し
た「
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　 

に
道
路
は
欠
か
せ
な
い

次
期
ご
み
処
理
施
設
の

　
　
　  

稼
働
に
向
け
て

岐
阜
県
自
転
車
条
例
に
つ
い
て

実
現
す
る
為
の
体
制
づ
く
り
を

部
長
　改
め
て
個
別
に
事
業
説
明
を
実
施

自
転
車
保
険
の
加
入
促
進
は

部
長
　周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す

Q
ご
み
処
理
問
題
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま

で
長
引
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
行
政

に
責
任
が
あ
る
。
進
捗
状
況
の
報
告
や
予
算

の
変
動
な
ど
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
こ
れ
ま
で
、

住
民
の
方
に
は
馴
染
み
の
薄
い
事

柄
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
員
に
対

し
て
の
基
本
計
画
書
の
配
布
や
用
地
取

得
の
折
な
ど
に
報
告
を
す
る
以
外
は
、

こ
の
よ
う
な
一
般
質
問
の
際
の
答
弁
の

場
に
て
報
告
す
る
に
留
め
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を

通
じ
て
、
逐
次
情
報
の
発
信
に
努
め
ま

す
。 A

し
な
い
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
土
木
部
長
）
本
町
で
建
物
を
建

築
す
る
際
に
は
、「
岐
南
町
建
築

物
等
の
適
正
化
に
関
す
る
指
導
要
綱
」

第
４
条
に
よ
り
、
計
画
協
議
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
既
存
住
宅
の

建
て
替
え
で
は
、
道
路
の
幅
員
や
雨
水
・

汚
水
の
排
水
先
に
変
更
が
無
い
こ
と
も

多
く
、
本
町
と
の
「
事
前
協
議
」
を
割

愛
し
、
建
築
確
認
申
請
の
許
可
手
続
き

を
行
う
建
築
主
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
建
築
に
伴
う
事
業
地
の
動

き
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
町
道

整
備
計
画
事
業
に
関
す
る
説
明
の
機
会

が
失
わ
れ
、
計
画
に
伴
う
用
地
交
渉
に

至
ら
ず
、
道
路
拡
幅
整
備
が
出
来
な
い

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　「
事
前
協
議
」
提
出
の
周
知
徹
底
を

図
る
た
め
、
事
業
計
画
の
問
合
せ
に
は

「
事
前
協
議
」
の
提
出
を
促
す
案
内
を

確
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
改
め
て
町
道
整
備
計
画
路
線

沿
線
の
未
改
良
箇
所
の
地
権
者
、
建
物

所
有
者
に
対
し
ま
し
て
、
個
別
の
事
業

説
明
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
中
で
は
、
事
業
の
重
要
性
を
丁

寧
に
説
明
し
、
建
て
替
え
時
に
は
事
業

へ
の
ご
協
力
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
本

事
業
が
着
実
に
進
捗
す
る
よ
う
熱
意
を

持
って
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

A

Q
町
道
整
備
計
画
路
線
の
道
路
拡
幅

に
お
い
て
は
、
地
権
者
と
協
議
し
計

画
を
進
め
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
努
力
義

務
に
過
ぎ
ず
、
建
て
替
え
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
地
権
者
か
ら
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
終
盤
辺
り
で
協
力
を
さ
れ
な
い
区
間
が

あ
っ
て
、
１
０
０
年
住
宅
で
も
建
て
よ
う
も

の
な
ら
ば
、
こ
の
路
線
は
い
つ
ま
で
も
完
成

い
た
だ
き
な
が
ら
、
交
通
ア
ク
セ
ス
や
物

流
の
円
滑
化
に
寄
与
す
る
道
路
で
あ
る

こ
と
を
国
や
県
に
対
し
希
求
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
日
頃
よ
り
事
業
効
果
、
整

備
手
法
を
研
究
し
つ
つ
、
関
連
市
町
が

足
並
み
を
揃
え
て
事
業
に
着
手
出
来
る

よ
う
、
準
備
、
調
整
に
努
め
ま
す
。

東
部
に
お
い
て
、堤
防
か
ら
岐
阜
市
ま
で

一
本
で
繋
が
る
幹
線
道
路
と
な
る

「
左
兵
衛
新
田
・
米
野
線
」

（
土
木
部
長
）
町
と
し
て
も
促
進

を
図
る
為
、
チ
ラ
シ
の
配
布
「
マ

イ
タ
ウ
ン
ぎ
な
ん
」
へ
の
掲
載
、
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
、
交
通
安
全
該
当
指

導
等
を
通
し
て
、
周
知
啓
発
を
行
って
い

ま
す
。

A

松本 暁大 議員村山 博司 議員

Q

自
転
車
は
道
路
交
通
法
上
「
軽
車

両
」
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
車
両
と

同
様
に
道
路
標
識
に
従
う
義
務
が
あ
り
、

違
反
を
す
れ
ば
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
車
道
を
走
行
す
る
よ
り
は
、
歩
行
者

専
用
道
路
を
走
行
す
る
事
が
多
く
、
結
果

歩
行
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。
又
交

差
点
等
で
自
動
車
と
の
接
触
、
衝
突
事
故

も
多
発
し
て
い
ま
す
が
、町
の
取
り
組
み
は
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
を

部
長
　増
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

（
土
木
部
長
）
自
転
車
専
用
道
の

整
備
は
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
、
自
転
車
の
安
全
運
転
の
啓
発

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
町
道
の
整
備

拡
充
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
等
の
解

消
・
是
正
は
、
道
路
管
理
者
と
し
て
交

通
安
全
対
策
を
引
き
続
き
実
施
し
、
更

に
道
路
幅
員
の
狭
い
道
路
の
一
方
通
行

化
は
、
協
議
を
行
って
い
き
ま
す
。

A Q

昨
今
、
期
日
前
投
票
制
度
が
浸
透

し
て
お
り
、
当
該
制
度
利
用
者
は

当
町
に
お
い
て
も
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
期
日
前
投
票
が
で
き
る
の
は
、
現

在
１
ヶ
所
の
み
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
で

も
投
票
所
を
設
け
る
事
に
よ
り
、
投
票
率

を
増
加
さ
せ
る
事
が
で
き
る
と
思
う
が
、

考
え
は
。

投
票
率
向
上
の
施
策
に 

　
　
　
　
　
　  つ
い
て

文
化
・
芸
術
活
動
の

　
　
　  

推
進
に
つ
い
て

Q

（
総
務
部
長
）
直
近
の
参
議
院
通

常
選
挙
に
お
い
て
、
期
日
前
投
票

者
数
は
、
４
千
４
７
５
人
で
あ
り
、
有

権
者
数
（
２
万
９
６
２
人
）
に
対
し
て

約
21
％
、
投
票
者
数
（
１
万
１
５
８
人
）

に
対
し
て
約
44
％
で
、
選
挙
期
日
当
日

数
に
迫
る
数
値
で
す
が
、
増
設
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

A

町
の
伝
統
的
な
祭
り
や
風
習
・
文

化
・
芸
術
を
、
後
世
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
町
民
が
ふ
る
さ
と
を
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
と
共
に
、
伝
統
的
な
文
化
、

芸
術
を
保
存
・
継
承
す
る
後
継
者
の
育
成

に
努
め
る
事
が
必
要
で
す
。
し
か
し
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
支
援
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
の
か
考
え
は
。

（
住
民
部
長
）
町
が
指
定
し
た
文

化
財
に
関
す
る
文
献(

平
成
15

年
発
行)

「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
」
の
編

集
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
令
和
４
年

度
に
住
民
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
岐

南
町
の
宝
」
と
も
い
え
る
貴
重
な
品
々
に

つ
い
て
、
精
査
し
文
化
財
と
し
て
指
定
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

A Q

有
権
者
が
投
票
し
や
す
い
環
境
を

一
層
整
備
し
、
投
票
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
事
は
重
要
な
課
題
だ
が
、
町
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

（
総
務
部
長
）
投
票
に
行
き
た
く

て
も
行
け
な
い
高
齢
者
の
投
票
機

会
を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
こ
の
点
に
つ

い
て
９
月
よ
り
導
入
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
と
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク

シ
ー
停
留
所
の
拡
充
の
施
策
は
、
高
齢

者
の
足
が
確
保
さ
れ
、
選
挙
に
お
け
る

投
票
機
会
に
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 A Q

都
市
計
画
道
路
に
「
左
兵
衛
新
田
・

米
野
線
」
が
あ
る
。
北
は
城
南
・
芋

島
線
の
先
の
交
差
し
た
位
置
ま
で
岐
阜
市
の

整
備
は
終
え
て
お
り
、
以
降
の
南
か
ら
の
整

備
に
な
る
。
今
後
の
計
画
、他
市
町
と
連
携
、

実
現
す
る
た
め
の
課
題
と
は
。

（
土
木
部
長
）
こ
の
事
業
は
、
本

町
単
独
で
進
め
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。
関
係
す
る
市
町
の
連
携
の
仕
方

と
し
て
は
、
岐
阜
市
を
中
心
と
し
た
周

辺
２
市
３
町
で
構
成
す
る
岐
阜
都
市
計

画
協
議
会
の
中
で
も
、
広
域
的
な
観
点

で
必
要
性
を
訴
え
、
事
業
化
に
向
け
て

働
き
か
け
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
行
政
機
関
の
み
な
ら
ず
、
事
業
に

関
係
す
る
地
元
住
民
の
気
運
も
高
め
て

A Q
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
に
向
け

て
、
申
請
促
進
と
交
付
体
制
を
充

実
さ
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
た
行
政
の
ス

ム
ー
ズ
な
利
用
は
、
住
民
の
本
人
確
認
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
で
き
る
こ
と
が
前
提
に

な
っ
て
い
る
。
確
か
な
本
人
確
認
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
最
高
位
の
公
的
な
ツ
ー
ル
で

あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
、
自

治
体
DX
推
進
に
お
い
て
重
要
で
、
普
及
に
あ

た
り
進
捗
状
況
と
推
進
の
方
法
を
。

空
調
使
用
料
の
減
免
は
可
能
か

部
長
　減
免
も
考
え
て
い
ま
せ
ん

複
合
総
合
体
育
館
の
考
え
は

部
長
　建
替
え
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

ス
ポ
ー
ツ
補
助
金
の
復
活
は

部
長
　激
励
金
の
増
額
で
対
応
す
るポンチョ

施
設
活
用
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

DX
と
GX
の
同
時
推
進
に

よ
る
地
域
課
題
の
解
決

同
時
推
進
を
進
め
て
い
る
か

部
長
　県
の
指
導
の
も
と
進
め
る

（
住
民
部
長
）
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
激
励
金
を
増
額
す
る
こ
と

で
幅
広
い
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
更
に
強
化

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
の
振
興
に
繋
げ
ま
す
。

A

あ
れ
ば
そ
の
利
用
料
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
子
供
た
ち
が

使
用
す
る
場
合
の
学
校
体
育
館
空
調
使

用
料
の
無
料
化
・
減
免
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

（
総
務
部
長
）
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

A

渡邉 憲司 議員岩田 晴義 議員

Q

ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
環
境
に
問
題

部
長
　岐
阜
バ
ス
と
協
議
し
ま
す

す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
庁
す
る
こ
と
な
く

手
続
を
完
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
申
請
に
利
用
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
、
岐
阜
県
平
均

を
上
回
る
率
と
な
って
お
り
、
普
及
促
進

と
し
ま
し
て
は
、
庁
舎
内
に
て
毎
週
木

曜
日
の
夜
間
と
第
２
・
４
土
曜
日
の
午

前
中
に
、
中
央
公
民
館
に
て
月
１
回
日

曜
日
に
、
受
付
窓
口
を
開
設
し
、
事
前

に
ご
予
約
い
た
だ
き
ま
し
た
方
の
申
請
受

付
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育
て
や
介
護
に
関

係
す
る
申
請
手
続
を
優
先
的
に
推
進
し

て
お
り
、
現
在
、
児
童
手
当
な
ど
の
子

育
て
に
関
係
す
る
申
請
手
続
が
オ
ン
ラ
イ

ン
対
応
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
介
護

に
関
係
す
る
申
請
手
続
に
つ
い
て
も
、
オ

ン
ラ
イ
ン
対
応
で
き
る
よ
う
順
次
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ

り
転
出
届
及
び
転
入
予
約
の
申
請
が
可

能
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム
が
民

間
事
業
者
等
と
も
連
携
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
民
間
手

続
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

予
定
で
す
。

の
測
定
試
験
で
、
定
め
ら
れ
た
測
定
の

回
数
に
満
た
な
い
ま
ま
、
国
へ
の
申
請
を

行
って
い
た
、
リ
コ
ー
ル
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
考
え
て
い
な
い
」
と
の
説
明
で
す
。

い
ま
も
こ
の
件
に
関
し
て
、
特
別
調
査
委

員
会
の
調
査
は
続
い
て
お
り
、
引
き
続

き
、
運
行
事
業
者
で
あ
る
岐
阜
バ
ス
と

共
に
、そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
環
境
面
で
は
、
岐
南
町
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
「
道
路・交
通
の
方
針
」

に
基
づ
く
、「
現
状
の
自
動
車
依
存
社
会

か
ら
将
来
の
高
齢
社
会
に
向
け
、
公
共

交
通
機
関
活
用
社
会
へ
の
転
換
」
を
促

し
、「
鉄
道
駅
、
行
政
機
関
及
び
医
療

機
関
な
ど
への
ア
ク
セ
ス
」
を
向
上
さ
せ
、

「
バ
ス
等
の
利
用
促
進
」
を
図
り
、Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
今
後

の
当
該
事
業
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ

い
て
は
、
車
両
更
新
時
の
電
気
バ
ス
の
導

入
も
視
野
に
入
れ
、
経
済
性
・
環
境
性

の
両
面
か
ら
課
題
を
整
理
し
、
検
討
し

ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
グ
リ
ー

ン
成
長
戦
略
な
ど
GX
へ
の
取
り
組
み

が
重
要
で
、
こ
の
町
は
何
を
努
力
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
８
月
11
日
の
報

道
に
よ
る
と
日
野
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
認
証
に

関
す
る
不
正
行
為
に
よ
り
多
く
の
車
種
の

出
荷
停
止
に
「
セ
レ
ガ
」「
ポ
ン
チ
ョ
」
等

の
大
型
・
小
型
バ
ス
も
受
注
不
可
に
な
っ
た

と
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
エ
ン
ジ
ン
改
良
し
た

の
か
。
当
然
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
走
ら
せ
る
と

言
う
こ
と
は
二
酸
化
炭
素
削
減
を
役
所
と

し
て
考
え
て
い
る
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
排
出
ガ
ス
お

よ
び
燃
費
に
関
す
る
不
正
行
為
に

つ
き
ま
し
て
は
、
岐
阜
バ
ス
を
通
し
て
、

メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
エ

ン
ジ
ン
の
認
証
取
得
に
か
か
わ
る
排
ガ
ス

A Q

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
子
供
た
ち
が

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
場
合
、
子
育

て
に
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
為
、

子
供
た
ち
の
健
康
作
り
や
道
徳
的
な
精
神

そ
し
て
創
造
的
で
個
性
的
な
心
を
は
ぐ
く
む

情
操
教
育
を
推
進
し
未
来
へ
の
医
療
費
削
減

の
た
め
に
も
減
免
ま
た
は
無
料
に
す
べ
き
で

は
。

（
住
民
部
長
）
毎
年
８
万
円
を
各

団
に
補
助
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

内
３
万
円
に
つ
い
て
は
、
熱
中
症
等
の
対

策
と
し
て
、
飲
料
や
塩
分
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

は
じ
め
、
屋
内
競
技
で
空
調
が
必
要
で

A Q

３
万
円
を
頂
い
て
い
る
こ
と
は
理
解

し
ま
し
た
が
、エ
ア
コ
ン
使
用
料
は
、

そ
れ
以
上
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
も
町
長
に
直

接
、
苦
し
い
事
情
も
聴
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
せ
め
て
、
未
来
あ
る
子
供
た
ち
の
為
に

エ
ア
コ
ン
使
用
料
の
減
免
を
検
討
す
べ
き
で

は
。

（
住
民
部
長
）
屋
内
運
動
場
の
空

調
料
金
を
減
免
す
る
こ
と
は
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
間
で
公
平
感
を
欠
く
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
屋
内
運

動
場
の
空
調
料
金
に
つ
い
て
は
、「
受
益

者
負
担
の
原
則
」
に
則
り
利
用
時
間
に

応
じ
て
、
電
気
ガ
ス
料
金
相
当
額
の
ご

負
担
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

A Q

総
合
体
育
館
の
耐
震
補
強
と
改
修

を
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
あ

と
５
年
で
補
助
金
の
制
約
が
な
く
な
り
建
て

替
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か

ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
の
も
と
、
図
書

館
も
含
め
た
複
合
型
総
合
体
育
館
を
研
究

し
て
い
く
べ
き
で
は
。

（
住
民
部
長
）
岐
南
町
公
共
施
設

等
管
理
計
画
に
も
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
現
時
点
で
は
、
総
合
体
育
館
、
図

書
館
及
び
民
俗
資
料
館
の
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
長
寿
命
化
の
方
向
で
考
え

て
い
ま
す
。

A Q

総
合
体
育
館
も
避
難
所
に
も
使
え

る
こ
と
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
も
含
め

て
施
設
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

（
住
民
部
長
）
総
合
体
育
館
に
新

た
に
空
調
機
器
を
設
置
す
る
に

は
、
膨
大
な
工
事
費
と
維
持
管
理
費
が

必
要
に
な
る
と
考
え
、
現
在
、
業
務
用

扇
風
機
の
無
料
貸
し
出
し
な
ど
に
よ
り

対
応
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
移
動
式

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
導
入
に
つ
い
て

も
指
定
管
理
者
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い

て
は
総
合
体
育
館
へ
の
空
調
機
器
設
置

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

A Q

Q
今
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
強
化
選
手
育
成

補
助
金
は
カ
ッ
ト
さ
れ
、
子
供
た
ち

も
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
落
胆
し
て
い
ま
す
。

や
は
り
岐
南
町
か
ら
世
界
に
子
供
た
ち
を

羽
ば
た
か
せ
る
た
め
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
強
化

選
手
育
成
補
助
金
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
で

は
。

ら
く
た
ん
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岐
南
町
の
子
ど
も
関
連
予
算
は
、

他
市
町
以
上
に
あ
る
中
で
、
そ
の

中
身
、
必
要
性
（
残
す
べ
き
事
業
と
新
た
に

必
要
な
事
業
、
そ
の
た
め
に
削
る
必
要
の

あ
る
事
業
）
を
重
要
と
考
え
ま
す
が
、
具

体
的
な
事
業
内
容
と
子
ど
も
一
時
預
か
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

子
育
て
支
援
策
に
よ
り
出
生
率
２･

95
人
に

繋
が
っ
た
奇
跡
の
町
、
岡
山
県
奈
義
町
の
政

策
の
一
つ
に
、
子
ど
も
一
時
預
か
り
（
先
輩

マ
マ
や
近
所
の
お
婆
ち
ゃ
ん
達
に
生
後
６
か

月
か
ら
小
学
１
年
生
ま
で
子
ど
も
を
１
時
間

３
０
０
円
で
預
か
っ
て
も
ら
え
る
）
を
知
り

岐
南
町
の
子
育
て
支
援
に
繋
が
る
ヒ
ン
ト
に

な
れ
ば
と
思
い
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

大
型
車
駐
車
可
能
な
ス
ペ
ー
ス

部
長
　ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
い

早
急
に
修
繕
さ
れ
た
い

部
長
　来
年
の
夏
休
み
に
工
事
を
予
定 増設駐車場となる土地

「使用禁止」札が並ぶトイレ

や
す
ら
ぎ
苑
新
駐
車
場
用

地
買
収
に
つ
い
て

小・
中
学
校
の
ト
イ
レ
環
境

改
善
策
を
お
聞
き
す
る

子
育
て
支
援
の
重
要
性

　
　
　
　
　  に
つ
い
て

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
事
業
は

部
長
　具
体
的
な
事
業
内
容
と
環
境
整
備

（
住
民
部
長
）
自
動
水
洗
化
を
考

慮
し
ま
す
。

A
（
住
民
部
長
）
ト
イ
レ
の
洋
式
の

割
合
に
つ
い
て
は
、
東
小
学
校
が

37
％
、
西
小
学
校
が
18
％
、
北
小
学
校

が
74
％
、
岐
南
中
学
校
が
73
％
で
す
。

　
現
在
、
東
小
学
校
南
舎
及
び
西
小
学

校
の
北
舎
と
南
舎
の
ト
イ
レ
改
修
工
事

の
実
施
設
計
を
し
て
い
ま
す
。

　
改
修
に
よ
り
、
東
小
学
校
は
72
％
、

西
小
学
校
は
校
舎
内
全
て
の
ト
イ
レ
が

洋
式
に
な
り
ま
す
。

A
（
住
民
部
長
）
羽
栗
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
有
効
利
用
の
ア
イ
デ
ア
の
公
募

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
施
設
に
関
す
る

新
た
な
整
備
計
画
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
町
政

に
取
り
入
れ
る
手
法
と
し
ま
し
て
は
、
統

計
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
い
わ
ゆ

る
ガ
ヤ
ガ
ヤ
会
議
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の

開
催
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、

町
民
の
代
表
が
加
わ
る
審
議
会
や
計
画

策
定
委
員
会
の
設
置
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

A

（
総
務
部
長
）
子
ど
も
の
一
時
預

か
り
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

内
各
保
育
施
設
で
の
「
一
時
預
か
り
保

育
」
が
あ
り
、
満
１
歳
か
ら
就
学
前
の

乳
幼
児
が
対
象
で
、
４
時
間
ま
で
が
１

５
０
０
円
、
８
時
間
ま
で
が
３
０
０
０
円

で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が

病
気
等
で
集
団
保
育
が
困
難
な
場
合
、

病
児
・
病
後
児
保
育
と
し
て
、
５
時
間

ま
で
１
５
０
０
円
、
５
時
間
以
上
は
３
０

０
０
円
で
預
か
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

自
宅
で
、
１
時
間
単
位
か
ら
子
ど
も
を

預
か
る
「
は
し
ま
広
域
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
事
業
や
、
児
童
養

護
施
設
に
お
い
て
宿
泊
可
能
な
子
育
て

短
期
支
援
事
業
も
あ
り
ま
す
。
保
護
者

の
就
労
、
通
院
や
入
院
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
理
由
で
家
庭
保
育
が
困
難
な
場
合
、

A
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Q

羽
栗
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

　
　   

有
効
利
用
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
公
募
は

部
長
　公
募
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

ま
た
、
保
護
者
が
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
り
た
い
際
、
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
を
選
択
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
就
労
を
希
望
す
る
子
育
て
世
帯
の

需
要
に
対
し
ま
し
て
は
、
保
育
園
を
は

じ
め
、
一
時
預
か
り
事
業
や
学
童
保
育

事
業
な
ど
、
就
労
と
子
育
て
の
両
立
が

可
能
な
環
境
が
提
供
で
き
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
12
月
分
筆
登
記
と
測
量

業
務
費
４
７
９
４
８
２
円
。
令
和
３

年
１
月
不
動
産
鑑
定
費
１
７
７
１
０
０
円
の

支
払
。
こ
の
後
全
く
詳
細
説
明
も
進
展
も

な
か
っ
た
。

　
今
議
会
の
補
正
予
算
に
用
地
取
得
費

２
１
９
２
万
４
千
円
の
み
が
突
然
計
上
さ

れ
た
が
、
未
だ
に
造
成
計
画
と
造
成
費
、

完
成
図
、
駐
車
可
能
台
数
、
施
設
の
利
用

促
進
と
改
善
策
等
々
の
説
明
が
な
い
。
又
、

代
金
支
払
い
に
関
し
日
時
経
過
の
時
点
補

正
が
な
さ
れ
た
か
等
不
明
事
項
を
聞
く
。

Q

（
福
祉
部
長
）
駐
車
場
は
、
利
用

団
体
が
重
な
る
際
や
イ
ベ
ン
ト
の

際
に
不
足
す
る
こ
と
が
あ
り
、
南
東
の

当
該
地
購
入
を
進
め
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
優
先
さ
せ
用
地
取
得
は
一
時
見

送
って
き
ま
し
た
。

「
土
地
買
収
費
」
は
、
２
１
９
２
万
４
千

円
。「
造
成
費
」
は
、
現
時
点
で
お
示
し

で
き
ま
せ
ん
。

又
、「
諸
費
用
の
合
計
費
用
」
は
、
計

43
万
円
で
す
。

「
計
画
駐
車
台
数
」
は
約
30
台
、「
新
合

計
駐
車
台
数
」
は
81
台
で
す
。
又
、
鑑

定
価
格
は
、
田
が
３
６
３
０
０
円
／
㎡
、

畑
は
４
０
０
０
０
円
／
㎡ 

で
し
た
。
今

回
の
補
正
予
算
計
上
の
再
評
価
額
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

A

新
駐
車
場
は
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
等
の
大

型
乗
用
車
が
駐
車
可
能
な
も
の
と

さ
れ
た
い
。

（
福
祉
部
長
）
高
齢
者
や
障
害
者
、

乳
幼
児
連
れ
の
家
族
等
の
安
全

性
や
利
便
性
に
、
最
も
配
慮
す
べ
き
公

共
施
設
で
す
。
可
能
な
限
り
ゆ
と
り
の

あ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

A Q
先
日
ご
父
兄
か
ら
、「
臭
い
ト
イ
レ
、

壊
れ
て
使
え
な
い
ト
イ
レ
、
学
校
の

ト
イ
レ
は
使
い
た
く
な
い
。
家
ま
で
我
慢
す

る
と
い
う
子
ど
も
が
か
わ
い
そ
う
で
す
。
早

急
な
修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
給
食
費
無

料
よ
り
大
事
で
す
よ
。」
こ
ん
な
ご
意
見
で

し
た
。

　
確
か
に
臭
く
、
全
ト
イ
レ
で
全
便
器
が

使
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
な
く
使
用
禁
止
が

Q
笠
松
町
と
の
合
意
に
よ
り
８
月
１
日

の
所
有
権
移
転
で
取
得（
51
・
６
％
）

し
た
、
羽
栗
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
地
す
べ
て

（
１
３
１
１
５
㎡
、
３
９
６
７
坪
）
が
岐
南

町
の
所
有
に
な
り
ま
し
て
も
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
た
羽
栗
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
緑
化

（
森
林
）
公
園
整
備
と
一
連
の
遊
歩
道
整
備

を
望
む
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に

今
後
こ
う
し
た
広
大
な
土
地
は
、
岐
南
町

の
将
来
に
役
立
て
る
大
事
な
財
産
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ど
ん
な
町
に
し
て
い
き
た
い
か
、

ど
ん
な
有
効
利
用
が
あ
る
か
を
町
民
に
向

け
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
公
募
を
し

た
ら
ど
う
か
、
ま
た
採
用
者
に
は
賞
金
10

万
円
（
金
額
は
仮
定
）
を
出
す
提
案
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

Q

今
後
の
施
設
利
用
促
進
策
と
施
設

改
修
対
策
を
聞
く
。

（
福
祉
部
長
）
フ
レ
イ
ル
対
策
や

認
知
症
予
防
事
業
、
子
育
て
世

帯
の
交
流
事
業
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
な
ど
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て

い
る
分
野
を
中
心
に
事
業
展
開
し
ま
す
。

又
、
施
設
の
改
修
と
対
策
は
、
交
流
ホ
ー

ル
や
福
祉
棟
の
円
形
屋
根
の
庇
の
モ
ル
タ

ル
落
下
、
交
流
ホ
ー
ル
の
雨
漏
り
、
福

祉
棟
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
電
動
巻
上
機
の
経

年
劣
化
等
は
、
来
年
度
以
降
、
計
画
的

に
修
繕
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q

Q
手
洗
場
の
蛇
口
は
自
動
水
洗
式
と
さ

れ
た
い
。

多
す
ぎ
る
状
態
で
す
。

　
学
校
施
設
は
充
実
し
た
教
育
活
動
を
存

分
に
展
開
で
き
る
、
高
機
能
か
つ
多
機
能
な

施
設
環
境
を
整
え
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
快
適
で
十
分
な
安
全

性
、
防
災
性
、
防
犯
性
や
衛
生
的
な
環
境

を
備
え
た
安
全
・
安
心
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
い
つ
ま
で
ガ
マ
ン
を
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
こ
の
問
題
は
放
置
で
き
ま
せ

ん
。
お
考
え
は
。
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こ
こ
ま
で
上
手
く
い
っ
て
い
る
点
と

改
善
が
必
要
な
点
は
。

町
が
主
体
と
な
り
協
議
を

部
長
　本
町
独
自
の
取
り
組
み
推
進

東
・
西
の
子
ど
も
の
居
場
所
は

部
長
　実
施
に
向
け
協
議
を
進
め
る

日常的に医療が必要な
子どもたちに選択肢を

北校区の子どもの居場所事業
「あそびにおいでよ」

医
療
的
ケ
ア
児
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

放
課
後
を
安
全
に
過
ご
せ
る
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
に
む
け
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

（
福
祉
部
長
）
事
業
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
当
事
者
で
あ
る
子

ど
も
達
の
声
も
広
く
聴
き
取
り
な
が

ら
、
真
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
改
善
を
重
ね
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
様
々

な
機
会
を
捉
え
、
東
校
区
や
西
校
区
の

子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
も
努
め
ま

す
。 A

（
福
祉
部
長
）
現
在
、
実
質
的
に

北
校
区
の
子
ど
も
し
か
利
用
で
き

て
い
な
い
状
況
で
す
の
で
、
今
後
は
、
東

校
区
や
西
校
区
の
子
ど
も
達
の
居
場
所

を
ど
う
充
実
さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
で

す
。
町
内
の
子
ど
も
が
、
放
課
後
に
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
の
確

保
や
運
営
方
法
な
ど
、
新
た
な
居
場
所

づ
く
り
事
業
の
実
施
に
向
け
、
各
施
設

を
所
管
す
る
部
署
と
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

A進
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
す
。

本
町
と
し
て
は
、
住
民
・
事
業
者
・
行

政
が
連
携
し一体
と
な
っ
て
、
更
な
る
ご

み
の
減
量
化
に
取
り
組
む
仕
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

住
民一人
ひ
と
り
の
「
ご
み
を
で
き
る
だ

け
出
さ
な
い
」「
再
利
用
や
再
資
源
化
で

ご
み
の
量
を
減
ら
す
」
と
い
っ
た
、
ご
み

減
量
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
ま
ず
は
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
仕
組
み
の
中

で
、
資
源
消
費
の
最
小
化
、
廃
棄
物
の

発
生
抑
止
に
つ
な
が
る
、
４
Ｒ
の
ひ
と
つ

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
取
組
み
を
、
引
き
続

き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）
う
ま
く
い
っ

て
い
る
点
と
し
て
ま
ず
は
、
停
留

所
の
数
と
場
所
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
生
活
を
営
む
上
で
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
場
所
、
病
院
や
ス
ー
パ
ー
、

役
場
な
ど
と
地
域
の
停
留
所
を
可
能
な

限
り
つ
な
い
で
い
ま
す
。
次
に
運
賃
で
す

が
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方
、
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
な
ど
の
運
賃
を
免
除

し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
他
の
市
町
村
で

は
あ
ま
り
例
が
な
く
、
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョン
を
示
す
も
の
で
す
。

　
改
善
が
必
要
な
点
に
つ
い
て
は
、
一
定

A

（
総
合
政
策
部
長
）
利
用
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
定
期
的
な
実
施
に

つ
い
て
は
、
岐
阜
バ
ス
と
共
に
適
切
な
時

期
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
ご
意
見
を
お
伺
い

し
、
バ
ス
利
用
者
の
生
の
声
も
傾
聴
し

事
業
の
改
善
に
活
か
し
ま
す
。

の
期
間
を
経
て
見
え
て
く
る
も
の
と
考
え

ま
す
の
で
、
岐
南
町
公
共
交
通
会
議
な

ど
で
し
っ
か
り
と
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

A

後藤 友紀 議員長谷川 淳 議員

Q

今
後
、
町
民
の
方
の
意
見
聴
取
は

ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

Q

（
総
合
政
策
部
長
）
本
年
度
よ
り

若
手
職
員
を
中
心
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
組
織
し
ま
し
た
。

今
後
は
特
に
若
年
層
に
対
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
、
町
内
外
の

若
者
に
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

町
外
に
住
む
若
い
世
代
に
対
し
て
は
、

町
の
子
育
て
支
援
の
充
実
、
暮
ら
し
や

す
さ
を
優
先
発
信
し
、
さ
ら
に
、
来
訪

や
ふ
る
さ
と
納
税
を
促
し
町
全
体
の
活

性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

A
（
総
合
政
策
部
長
）
サ
ー
キ
ュラ
ー

シ
テ
ィ
は
、
住
民
・
企
業
・
研
究

機
関
な
ど
と
連
携
し
、
全
て
の
機
能
を

統
合
し
な
が
ら
循
環
経
済
に
向
け
て
推

A
今
後
は
ど
の
よ
う
な
動
画
を
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
て
い
く
か
。

Q

（
総
合
政
策
部
長
）
販
売
す
る
と

な
る
と
、
様
々
な
課
題
が
想
定
さ

れ
る
の
で
、
町
が
直
接
メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈｏ

ｐ
ｓ
を
活
用
す
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

A
当
町
で
メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈｏｐ
ｓ
を
活

用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

Q

（
総
合
政
策
部
長
）
チ
ャ
ン
ネ
ル

開
設
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、
岐

阜
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

岐
南
町
伏
屋
の
獅
子
芝
居
を
よ
り
多
く

人
の
目
に
届
け
、
そ
の
魅
力
を
広
く
認

識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
た
か
ら

で
す
。

A
Ｙｏｕ 

Ｔｕ
ｂｅ
岐
南
町
公
式
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
開
設
し
た
目
的
は
何
か
。

Q
（
総
合
政
策
部
長
） 運
行
車
両
、停

留
所
な
ど
へ
の
広
告
の
募
集
及
び

掲
示
業
務
に
つ
い
て
は
運
行
業
者
が
広
告

事
業
と
し
て
行
う
こ
と
で
す
の
で
、
岐
阜

バ
ス
に
お
い
て
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
町
と
し
て
も
、
広
告
宣
伝
を

希
望
す
る
事
業
所
な
ど
へ
の
周
知
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

A
企
業
広
告
が
な
い
の
は
何
故
か
。

Q

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
シ
テ
ィ
を

目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
岐
南
町
公
式

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

今
後
は
ど
ん
な
動
画
を
？

部
長
　若
手
を
中
心
に
企
画
し
て
い
く
　
　

医
療
的
ケ
ア
児
の
必
要
と
す
る
支

援
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
て
い
る
か
。

Q
（
福
祉
部
長
）
必
要
な
支
援
を
待

ち
望
ん
で
い
る
子
ど
も
や
そ
の
家

族
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
充
分
と
は
言
え
な

い
状
況
で
す
の
で
、
生
活
状
況
を
詳
細

に
把
握
し
、
支
援
環
境
を
早
急
に
整
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

医
療
、
福
祉
、
保
健
、
教
育
、
労
働
等

の
多
職
種
に
よ
る
支
援
体
制
の
構
築
が

不
可
欠
で
あ
り
、
様
々
な
社
会
資
源
を

有
効
に
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

A

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
の
定
期

的
か
つ
安
定
的
な
実
施
に
向
け
た
考

え
は
。（

教
育
長
）
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
役
割
は
、
全
て
の
児
童
に
と
っ

て
放
課
後
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
で

あ
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
、
異
年
齢

児
童
や
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
、
活
動

や
体
験
を
通
し
て
、
自
主
性
や
協
調
性
、

創
造
性
を
育
む
場
で
あ
る
こ
と
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を

図
る
場
で
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
そ

う
し
た
意
味
か
ら
も
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
価

値
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
実
施
方
法
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今
後
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
を
含
め
た
、
地
域

ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
学
校

運
営
協
議
会
に
お
い
て
話
題
と
し
、
検

討
が
進
む
よ
う
教
育
委
員
会
と
し
て
働

き
か
け
て
い
く
考
え
で
す
。

A Q
現
在
、
北
校
区
の
ほ
ほ
え
み
会
館
で

実
施
さ
て
い
る
子
ど
も
の
居
場
所
事

業
を
、
東
校
区
、
西
校
区
も
実
施
す
べ
き
で

は
。 Q

当
町
で
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
シ
テ
ィ

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
も
っ

て
い
る
か
。

Q

医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
た
め
に
、

町
が
主
体
と
な
り
協
議
す
る
考
え
は
。

（
福
祉
部
長
）
今
後
、
関
係
支
援

機
関
の
連
絡
調
整
、
例
え
ば
、
福

祉
部
を
中
心
と
し
た
多
職
種
に
よ
る
連

携
推
進
会
議
等
の
設
置
、
各
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
情
報
共
有
、
役

割
分
担
や
課
題
解
決
の
検
討
な
ど
、
本

町
独
自
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

A Q
保
育
園
や
学
校
と
の
協
議
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
の
、
受
け
入
れ
ま
で

の
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
や
事
前
準
備
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

（
福
祉
部
長
）
医
療
的
ケ
ア
児
法

で
は
、
保
育
園
や
学
校
の
設
置
者

は
、
医
療
的
ケ
ア
児
に
適
切
な
支
援
を

行
う
責
務
を
有
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
や
先
進
事
例
の
情
報
共
有
な
ど
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
専
門
医
の
助
言
も
得

な
が
ら
、
保
育
園
や
学
校
を
円
滑
に
利

用
で
き
る
環
境
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

A Q

Q
事
業
の
検
討
に
際
し
、
利
用
者
で
あ

る
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を
聞
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
図
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みんなでつくる魅力あるまち・ぎなん
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Photo by ＃youki
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Photo by ＃youki

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

議会だより 第　　　号

待ちに待った
　　 お祭りだ !！

新正副議長あいさつ
新委員会等構成
令和３年度決算
決算審査を行う
  決算特別委員会を開催!!
定例会では
　こんな質疑がありました
全国コンパクトタウン
　　　　　  議会サミット

ここが、聞きたい

“VOICE”

P2
P3
P4~5

P8

P9

P10~19

P20

……………

……………………

……………………

……………………………

…………

……………………

………………………………

表紙の題字

編
集
後
記

東小学校 ６年

伊藤 璃子さん

の作品です

いとう りこ48

ぎなんぎかい 検 索

令和４年９月議会
１２月１日発行

目次

今回のピックアップ

一般質問

まちの笑顔を紹介！

8
月

9
月

10
月

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

○
民
生
委
員
推
薦
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
全
員
協
議
会

○
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会

　
評
議
員
会

○
消
防
団
慰
労
会

○
岐
南
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス

　
出
発
セ
レ
モ
ニ
ー

○
第
３
回
議
会
定
例
会

　（
９
月
１
日
〜
９
月
27
日
）

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　（
９
月
１
日
〜
11
月
15
日
）

○
決
算
特
別
委
員
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
全
員
協
議
会

○
岐
南
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

○
全
国
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
議
会

　
サ
ミ
ッ
ト

○
岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
議
会

○
羽
島
郡
広
域
連
合
議
会
定
例
会

○
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会

　
運
営
協
議
会

議
会
日
誌

　
広
報
委
員
会
で
は
年
間
４
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
。
広
報
の
役
割
は
町
民
の
皆
様
に
岐
南
町

議
会
の
活
動
を
知
って
頂
く
こ
と
で
す
。
私
た
ち
広
報
委
員

は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
写
真
撮
影
等
、
取
材
活
動
を
通
し
て
活

動
へ
の
理
解
を
深
め
、
町
民
の
皆
様
と
の
繋
が
り
を
広
げ
な

が
ら
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
１
年
、町
民
の
皆
様
の「
笑

顔
」
を
テ
ー
マ
に
、
表
紙
に
は
写
真
を
掲
載
し
て
参
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
い
ま
だ
に
私
た
ち
の
社
会
生
活
に
挑

戦
す
る
か
の
如
く
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
国
だ
け
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
地
方
自
治
体
だ
か
ら
出
来
る
事
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
非
常
時
こ
そ
議
会
の
役
割
を
果
た
し
て
歩
み

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
広
報
委
員
は
も
と
よ
り
町
議

会
議
員
一
丸
と
な
っ
て
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
、
ご
意
見
ご
要
望
が
あ
れ

ば
、
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

村
山 

博
司

櫻
井 

　
明

三
宅 

祐
司

松
本 

暁
大

長
谷
川 

淳

議
会
広
報

特
別
委
員

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

岐南地芝居公演が開催される！
悪魔祓い（神楽獅子）

巧みな掛け合いを見せるお弓（獅子舞）とお鶴

は

　令和４年９月１８日（日）に
岐阜県重要無形文化財で
ある「伏屋の獅子芝居」（岐
南町伏屋獅子舞保存会）と
関市獅子舞保存会、岐阜
歌舞伎保存会が岐南町伏
屋獅子舞会館に集結し岐
南地芝居公演が開催され
ました。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で公演は３年振
りで、県内外から詰めかけた観客約100人を魅了させ
ました。

《３年振りの公演を終えて・今後の抱負》

似ているセリフが
多くて大変だったけど、
うまくできてうれしい。

３年振りに
公演をする機会を
頂けてとても嬉しく
思います。今後も日々
精進していきます。

これからも
活動を通して、
伝統芸能の魅力を
次世代に伝えて
いきたいです。

子役の桜子ちゃん 青井さん 松原さん
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